
まだまだ寒
さむ

い日
ひ

が続
つづ

いていますが、２月４日の「立
りっ

春
しゅん

」で、暦
こよみ

の上
うえ

では

春
はる

を迎
むか

えます。朝
あさ

昼夕
ひるゆう

の３食
しょく

をきちんと食
た

べて、積
せっ

極
きょく

的
てき

に体
からだ

を動
うご

かし、

元
げん

気
き

に春
はる

を迎
むか

えましょう。 

 

 

 

 

 

 

✿3 日（火）：節分
せつぶん

の行事食
ぎょうじしょく

  いわしのハンバーグ 

✿12 日（木）：バレンタイン献立
こんだて

  ココアケーキ 

 

令和 8年 1月 30日 
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今月
こんげつ

の給 食
きゅうしょく

目標
もくひょう

  

ていねいに食器
しょっき

を使
つか

おう！ 

今月
こんげつ

の栄養
えいよう

目標
もくひょう

 

給
きゅう

食
しょく

のワゴンを運
はこ

ぶとき、 給 食
きゅうしょく

を配
くば

るときや片
かた

付
づ

けるとき、 食
しょっ

器
き

をていねい

に使
つか

っていますか。食
しょっ

器
き

は少
すこ

しぶつけただけでもヒビが入
はい

ったり、欠
か

けたりすること

があります。けがをしないためにも、ていねいに 食
しょっ

器
き

を使
つか

いましょう。 

「和
わ

食
しょく

」がユネスコ無
む

形
けい

文
ぶん

化
か

遺
い

産
さん

に登
とう

録
ろく

されてから、日
に

本
ほん

の伝
でん

統
とう

的
てき

な 食
しょく

文
ぶん

化
か

は世
せ

界
かい

からますます 注
ちゅう

目
もく

されています。 

多
た

様
よう

な 食
しょく

材
ざい

と、その持
も

ち味
あじ

をいかした 調
ちょう

理
り

技
ぎ

術
じゅつ

、そして栄
えい

養
よう

バランス

の良
よ

い一
いち

汁
じゅう

三
さん

菜
さい

を基
き

本
ほん

とした 食
しょく

生
せい

活
かつ

が、和食
わしょく

の特
とく

色
しょく

です。 

 

★食器
しょっき

の使
つか

い方
かた

を見直
みなお

してみよう★ 

□ ワゴンを運
はこ

ぶときは、あわてずにゆっくり運
はこ

ぶ 

□ 食器
しょっき

カゴをていねいに置
お

く 

□ 食器
しょっき

は平
たい

らで安全
あんぜん

な場所
ばしょ

に置
お

く 

□ 片
かた

付
づ

けるときは、そっと重
かさ

ねる 

□ 持
も

ち運
はこ

ぶときは、しっかりと持
も

つ 

 

【和
わ

食
しょく

と減
げん

塩
えん

】 

味
あじ

付
つ

けの醤
しょう

油
ゆ

や味
み

噌
そ

、保
ほ

存
ぞん

食
しょく

の漬
つけ

物
もの

や干
ひ

物
もの

など、和
わ

食
しょく

には塩
えん

分
ぶん

の多
おお

い食
しょく

材
ざい

が

よく使
つか

われてきましたが、時
じ

代
だい

の流
なが

れとともに、健
けん

康
こう

維
い

持
じ

のためには減
げん

塩
えん

が大
たい

切
せつ

で

あることが知
し

られるようになりました。和
わ

食
しょく

でも、だしの「うまみ」を活
かつ

用
よう

する

など減
げん

塩
えん

の取
と

り組
く

みが広
ひろ

がっています。 

白米
はくまい

には塩
えん

分
ぶん

はほとんど含
ふく

まれていないので、 

主
しゅ

菜
さい

・副
ふく

菜
さい

の味
あじ

付
つ

けを工夫
く ふ う

すれば 

和
わ

食
しょく

でも減塩
げんえん

ができるっちぃ。 

 

6年生
ねんせい

が考
かんが

えた献立
こんだて

が登場
とうじょう

！ 

6年生
ねんせい

が家庭科
か て い か

の授業
じゅぎょう

で献立
こんだて

を考
かんが

えました。栄養
えいよう

バランスや見
み

た目
め

を考
かんが

えながら作成
さくせい

し、とても美味
お い

しそうな給 食
きゅうしょく

が完成
かんせい

しました。 

9日（月）が6年
ねん

1組
くみ

、10日（火）が6年
ねん

2組
くみ

です。 

立
りっ

春
しゅん

の前
ぜん

日
じつ

に当
あ

たる節
せつ

分
ぶん

には、古
ふる

くから、豆
まめ

まきをしたり、ヒイラギイ

ワシ（ヤイカガシ）を玄
げん

関
かん

に飾
かざ

ったりして、病
びょう

気
き

や災
さい

難
なん

を起
お

こす“鬼
おに

（邪
じゃ

気
き

）”を追
お

い払
はら

い、１年
ねん

の無
ぶ

事
じ

や幸
こう

福
ふく

を願
ねが

う風
ふう

習
しゅう

があります。もともと全
ぜん

国
こく

的
てき

な風
ふう

習
しゅう

ではなく、江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

に大
おお

阪
さか

の商
しょう

人
にん

が商
しょう

売
ばい

繁
はん

盛
じょう

祈
き

願
がん

のために

行
おこな

っていた風
ふう

習
しゅう

が始
はじ

まりとされています。（※諸説
しょせつ

あります） 


